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１．はじめに 

一酸化スズとリン酸からなる混合物を加熱処理した物質は電気伝導性を示し、水素などの還元

性ガスに対して電気伝導特性が変化することが明らかにされている(1) , (2)。また、炭化水素系ガス

に対しても電気伝導特性が変化する事が期待されており、ブタンガスによって電気伝導特性が変

化すること、試料の存在によりブタンガス濃度が低下することを確認している(3)。 

今回、試料の厚みによる電気伝導特性への影響を明らかにするために、膜厚を変え電気伝導特

性を調べた。 

２．試料の作製及び測定方法 

スズとリン酸の原料として第一酸化スズ粉末（キシダ化学製：純度 85%）とリン酸（米山薬品

工業製：純度 85%）を用いた。酸化スズ粉末をリン酸に混合し、シャーレ中で十分に撹拌した。

その材料を加熱炉内の減圧下で 190℃まで加熱した後、自然冷却して試料とした。190℃の加熱時

は黒灰色であったが、自然冷却時に次第に白い固体となり、その後、変化は認められなかった。

また、Sn/P=0.9 で混合し、撹拌後、減圧前にガラス板に原料を塗布する。その後、前述と同様に

減圧及び加熱し、自然冷却後に取り出して試料とした。この時、試料の厚みが薄いものと厚いも

のの 2種類を作製した。 

作製した試料に Cu電極をとり、ブタンガス噴霧前後における I-V 特性を調べた。 

３．実験結果 

Fig. 1にブタンガス噴霧前後における I-V 特性を示す。(a)に示す膜厚の薄い試料におけるガス噴

霧前では 0.8V 付近で大きく変化し、噴霧後では 1V付近で大きな変化が見られた。一方、(b)に示

す膜厚の厚い試料ではガス噴霧前、後どちらも 0.5V 付近で大きな変化が見られた。 

それぞれの試料についての特性の詳細については当日発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) A thin sample                (b) A thick sample 

Fig. 1 I-V characteristics 
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